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宮崎県観光協会

皆様には日頃より当協会の事業・取組につきまして御理解・御協力をいただき
感謝申し上げます。
当協会の活動状況をご報告するニュースレターをお届けします。
御一読いただけましたら幸いです。
向寒の折、ご自愛の上、良い年をお迎えください。

令和5年度
「会員の集い」開催

賛助会員の皆様や観光関係者と
の交流を図る、年に一度の催しです。
ご参加いただいた皆様、ありがと

うございました。
総務企画部部長多田昌志

１１月１７日、宮崎市の宮崎観光ホテルにお
いて、今年度の「会員の集い」を開催しました。
この「会員の集い」は日頃、当協会の活動を

支えていただいている方々にご出席いただき、
お互いの交流を深めていただく機会として、
毎年一回開催しているものです。
当日は、佐藤弘之・宮崎県副知事、濵砂守・

宮崎県議会議長、外山衛・宮崎県議会観光
振興議員連盟会長を来賓にお迎えし、当協
会の賛助会員をはじめ評議員、役員、県議会
観光振興議員連盟の方々等、約１５０名の参
加をいただきました。

（左）「2024年版みやざき観光カレンダーフォトコンテスト」で会長賞を受賞した綾順博さん（宮崎市）
（右）観光関連功労者表彰後、記念撮影を行う（左から）米良会長、佐藤令子さん(日之影町）、

水戸直子さん（宮崎市）、新福宏一さん（宮崎市）
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（上）開会のあいさつを行う米良会長
（下左）来賓としてご挨拶される佐藤弘之宮崎県副知事 （下右）会議の中では「2024年版みやざき

観光カレンダーフォトコンテスト」で入賞し、カレンダーに採用された写真も紹介されました。

パリオリンピックを目指して！
ワールドトライアスロン

カップ宮崎

韓国から
サーフィンファムツアー

再びの世界一！
侍ジャパン宮崎キャンプ

10月28日、宮崎市の「みやざき臨海
公園」周辺を会場に、今大会で６回目
となるワールドトライアスロンカップ
（2023/宮崎）が開催されました。今大
会は、2024パリオリンピックのクオリ
フィケーションランキング（OQR）対象
レースとなっており、国内外から110名
以上のエリート選手が出場し、パリを目
指した白熱の戦いが展開されました。

宮崎の素晴らしい自然を活かし
た「スポーツランドみやざき」の推
進に取り組んでいきます。
スポーツランド推進部

部長 鎌田紀美朗 初日のエリートの部はスイム1.5km、バイク40ｋｍ、ラン10km。白熱の争いが繰り広げられました。

「プロスポーツキャンプ日本一」
や合宿の全県での展開を進めて
いきます。
スポーツランド推進部

部長 三井芳朗

11月6日から13日まで8日間、６年ぶりの開催とな
る「カーネクスト アジアプロ野球チャンピオンシップ
２０２３」（11月16日～19日）に参戦する野球日本代
表「侍ジャパン」が清武総合運動公園ＳＯＫＫＥＮスタ
ジアムで合宿を行いました。
宮崎キャンプの成果もあり、侍ジャパンは本大会の決

勝で韓国代表に延長タイブレークの末勝利し、見事２
連覇を達成。３月のＷＢＣに続く快挙となり、「世界一
の合宿地・宮崎」を全国に大いにアピールできました。

井端新監督への宮崎牛贈呈。期間中には宮崎で秋季キャンプを行っていた読売巨人軍、
広島東洋カープとの練習試合も行われました。

「宮崎ーソウル線」の定期便再
開を契機に、新たなインバウンド
誘致に取り組んでいます。
スポーツランド推進部

係長 村脇寿彦
９月２７日からの「宮崎―ソウル線」

定期航空便再開を受け、１０月４日か
ら６日までの２泊３日でサーフィンファ
ムツアーを実施しました。今回のツ
アーには韓国サーフィン協会関係者、
旅行代理店、マスコミ関係者等合計
２２名が参加し、青島、お倉ヶ浜での
サーフィン体験を行いました。

（左）お倉ヶ浜でのサーフィン体験 （右）資料を使って、宮崎県域のサーフポイントを紹介しました。

また、翌29日には、エイジグループ
の年間チャンピオンを決める「第4回
日本エイジグループナショナルチャン
ピオンシップ／シリーズファイナル
（2023／宮崎）も併催され、こちらも
日本中から一流のトライアスリートが
参戦しました。両大会を通じて「ス
ポーツランドみやざき」を国内外に発
信することができました。

韓国では、若者を中心に爆発的に
サーフィン人口が増えており、より良
い波を求めて海外に行く方が増えて
います。
今後も宮崎県のサーフィン環境を

積極的にPRし、ゴルフに続く新たな
韓国からのインバウンド誘致を実施
していきます。

「会員の集い」の中で、今年度の観光関
連功労者表彰を行いました。永年、本県の
観光振興に尽力された佐藤令子さん（日之
影町）、新福宏一さん（宮崎市）、水戸直子
さん（宮崎市）のお三方が授賞されました。
合わせて2024年版「みやざき観光カレン

ダーフォトコンテスト」で、応募総数465点
の中で最も優れた作品に贈られる会長賞
の授与も行われ、綾順博さん（宮崎市）に
賞状と記念品が授与されました。

観光関連功労者・
フォトコンテスト表彰



カーフェリー新船就航や高速道路
開通などによって利便性が向上し
た本県の観光スポットの魅力を積
極的に発信していきます。
国内誘致部部長後藤英一

JAL＆GINGER
ゴルフコンペ

本県観光の魅力「５つのＳ」（食、
自然、森林、神話、スポーツ）あふれ
る「日本のひなた宮崎県」へ沢山
の方々に足を運んでいただけるよ
う、取り組んでいきます。
国内誘致部部長根井章次

ツーリズムEXPO ジャパン
／旅サラダEXPO 出展

予定の「GINGER2・3月合併号」に掲載され
ます。 果たして練習の成果は如何に?

（上左右）本県ブースの装飾の様子 （上中）ステージイベントで活躍するむぅちゃん （下左）本県ブース
（下中・右）鵜戸神宮の運玉投げ模擬体験は大人気で、常に行列ができていました。

10月26日から29日まで、世界最大級の旅
の祭典「ツーリズムEXPOジャパン2023」が
大阪市のインテックス大阪で開催され、本
県も九州７県が協力した「九州」ブースの一員とし
て出展しました。４日間で約15万人が来場したこの
催しでは、前半２日間の業界日は数多くの旅行会社
等の方々と商談を行うとともに、後半２日間の一般
日は、一般の来場者を対象に、鵜戸神宮の運玉投げ
模擬体験、青島神社むすびこより体験、ステージに
おける「みやざき犬」むぅちゃんのダンスショー、
ご当地の観光地クイズ等を実施し、大いに盛り上が
りました。特に運玉投げ模擬体験には２日間で約２
千２百人が参加するなど大人気となりました。

人気ファッション雑誌「GINGER」の読
者で、これからゴルフを始めたい、若しく
はもっとゴルフを上達したいという女性
たちで結成、日々レッスンを積み、コース
デビューまでを目指す活動企画、その名
も「GINGER GOLF TEAM（GGT）」。
そのGGTメンバー16名が9月30日か

ら10月２日まで、日本航空（株）宮崎支
店、（株）幻冬舎、宮崎県及び当協会と
の連携による企画で来県し、トムワトソン
ゴルフコースでのラウンドのほか、県内
観光や食などを体験しました。
その様子はGGTメンバーによりSNSで

広く情報発信された他、12月22日発売

台湾から
訪日教育旅行招聘

（上）来県した「GINGER GOLF TEAM」のメンバー１６名
（中）河野俊嗣・宮崎県知事も応援に駆けつけました。
（下左）メンバー限定で配布されたゴルフボール形チョコ
（下右）表彰式の様子

また、11月3日から5日まで、
朝日放送(ABC)テレビの人気旅
番組「朝だ！生です旅サラダ」
と連動したイベント「旅サラダ
EXPO」がＪＲ大阪駅前「グラ
ンフロント大阪うめきた広場」
で開催され、ブース出展とＰＲ
ステージ出演を通じて観光ＰＲ
を展開しました。
本県おススメの旅「キキタビ」と

「デトックス・トリップ宮崎」の
ほか、本県と関西圏との重要な
アクセスツールとして宮崎―（左）「旅サラダEXPO」の会場「グランフロント大阪うめきた広場」 （右）本県ブースの様子

教育旅行の誘致には、SDGs等
をテーマとした本県ならではの体
験プログラム開発と情報発信の
強化が欠かせません。
教育旅行担当部長 戸高直也

秋冬泊まっ得！welcomeみやざきキャンペーン
キャンペーンに参画する宮崎県内の宿泊施設

が直接、又は旅行会社（インターネット予約サイ
ト（OTA）含む。）を通じて販売する対象の宿泊
商品・宿泊旅行商品を予約・購入、宿泊した方
に対し、県内のクーポン利用可能店舗で利用
できるクーポン「みやざき泊まっ得ーポン（みや
ざきとまっとくーぽん）」を付与するものです。

令和6年
1月31日まで

当協会としては、2025年の
「大阪・関西万博」をきっかけ
に、多くの方々が「日本のひな
た宮崎県」へ足を運んでいただ
けるよう、関西圏からの誘客に
取り組んでいきます。

日本政府観光局（JNTO）が主催する台
湾訪日教育旅行促進事業の一環で、10
月17日から21日までの５日間、台湾の校
長先生等６名が来県し、本県の教育旅行
素材の視察を行いました。
今回の行程は、東京での全体ミーティン

グの後、熊本空港から高千穂町に入り、西
都市を経て宮崎市を満喫する県中北部の
周遊コースとなりました。
高千穂町ではボート乗船や貸切神楽、西

都市では妻高等学校との交流や農家民泊、
宮崎市では宮崎学園高等学校との交流、

サーフィン体験やカーフェリー
視察など、本県における教育
旅行の魅力を楽しく体験して
いただきました。
滞在中には、本県教育旅行

誘致推進協議会員の皆様と
の懇親会や体験プログラムの
プレゼンテーション会も開催し、

県内全体の魅力をPRしまし
た。
台湾から本県への教育旅行

は、コロナ禍前は毎年1千人
泊以上の実績があり、本県に
とっては、国内関西圏に次ぐ
重要な教育旅行ターゲット地
区となっています。

（上）西都市妻高等学校弓道部との交流の様子（右上）校長先生もサーフィンに
チャレンジ（右下）教育旅行誘致推進協議会員によるプレゼンテーション会

神戸間をつなぐ「宮崎カーフェ
リー」について、昨年度就航した
新船の魅力等、同社や県大阪事務
所と共にＰＲを実施、来場した多
くの旅行ファンや関西圏在住者等
の皆様に、広く本県の魅力を知っ
ていただく機会となりました。

クーポン付与額（1人1泊あたり）
平日 3,000円 休日 2,000円


